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農業委員会だより

日本現代詩歌文学館で開催された同フォーラム

　
第
23
回
き
た
か
み
農
業
フ
ォ
ー
ラ
ム
は

12
月
８
日
、｢
６
次
産
業
化
で
新
た
な
北

上
農
業
を｣

を
テ
ー
マ
に
日
本
現
代
詩
歌

文
学
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
農

家
の
皆
さ
ん
や
消
費
者
、
農
業
組
織
関
係

者
な
ど
約
２
３
０
人
が
参
加
。
会
場
内
に

は
女
性
参
加
者
が
従
来
よ
り
も
多
く
、
６

次
産
業
化
へ
の
興
味
の
高
さ
が
伺
え
ま
し

た
。

　
髙
橋
善
郎
会
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
い
て

農
業
者
表
彰
が
行
わ
れ
、
農
業
経
営
に
優

れ
た
実
績
を
上
げ
、
地
域
農
業
の
振
興
発

展
に
尽
力
し
た
農
業
者
２
人
と
青
年
農
業

者
１
人
に
表
彰
状
と
記
念
品
を
贈
呈
。
ま

｢

６
次
産
業
化
で
新
た
な

北
上
農
業
を｣

を
テ
ー
マ

に
第
23
回
き
た
か
み
農
業

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

農
業
団
体
と
北
上
市
議
会

議
員
と
の
研
修
・
交
流
会

を
開
催

た
、
農
業
委
員
会
協
力
員
と
し
て
長
年
に

わ
た
り
農
業
委
員
会
業
務
の
遂
行
に
貢
献

し
た
６
人
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
基
調
講
演
で
は
、
五
衛
門
倶く

ら

ぶ

楽
部
主
宰

｢

ハ
ー
ト
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ル
ー
ム
福
岡｣

代

表
の
池
ひ
で
こ
さ
ん
が｢

６
次
産
業
化
に

取
り
組
む
利
点
と
は｣

と
題
し
て
、
自
身

が
取
り
組
ん
で
い
る
農
業
経
営
の
活
動
経

験
を
も
と
に
さ
ま
ざ
ま
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

紹
介
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
池
さ
ん
は｢

や

り
方
次
第
で
利
益
を
意
識
で
き
る
６
次
産

業
は
と
て
も
面
白
い｣

と
、
に
こ
や
か
な

笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
活
動
事
例
発
表
は
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
方
式
で
行
わ
れ
、
６
次
産
業
化
に
取

り
組
ん
で
い
る
３
人
が
発
表
。
花
巻
市
の

高
松
農
業
・
農
村
振
興
協
議
会
事
務
局
長

の
熊
谷
哲
周
さ
ん
は
ガ
マ
ズ
ミ
な
ど
の

｢

山
の
果
実｣

の
加
工
に
取
り
組
ん
で
い
る

状
況
に
つ
い
て
、
同
じ
く
花
巻
市
の
東
和

こ
な
っ
こ
加
工
組
合
代
表
の
薄
衣
忠
孝
さ

ん
は
特
別
栽
培
米
に
よ
る
米
粉
製
造
、
販

売
状
況
な
ど
に
つ
い
て
説
明
。
矢
巾
町
の

３
ち
ゃ
ん
矢
次
代
表
の
髙
橋
ム
ツ
子
さ
ん

は
団
体
名
の
由
来
に
つ
い
て
、
活
動
し
て

い
る
地
元
の
母
ち
ゃ
ん
、
ば
あ
ち
ゃ
ん
、

父
ち
ゃ
ん
に｢

ち
ゃ
ん｣

が
付
い
て
い
る
こ

と
か
ら
合
わ
せ
て｢

３
ち
ゃ
ん｣

に
し
た
こ

と
、
味
噌
作
り
に
そ
の
３
ち
ゃ
ん
で
取
り

組
ん
で
い
る
状
況
に
つ
い
て
、
３
組
そ
れ

ぞ
れ
が
事
例
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
の
池
さ
ん
は｢

組
織

の
ネ
ー
ミ
ン
グ
は
と
て
も
大
事
な
こ
と
。

五
衛
門
倶
楽
部
の
よ
う
に
一
度
聞
い
た
ら

忘
れ
ら
れ
な
い
よ
う
な
イ
ン
パ
ク
ト
が
必

農業者表彰
千田　新一さん

(和賀町岩崎新田・70歳 )

農
業
者
表
彰

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

農業者表彰
下瀬川　良春さん
( 滑田・61 歳 )

青年農業者表彰
児玉　啓太さん
( 相去町・38 歳 )

要
だ
と
思
い
ま
す｣

と
ア
ド
バ
イ
ス
を
交

え
講
評
し
、
６
次
産
業
化
に
取
り
組
み
、

地
域
に
新
た
な
農
業
の
実
現
を
目
指
す
こ

と
を
確
認
し
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　
　
　(

農
業
委
員
　
菊
池
　
慶
幸)

　
農
業
団
体
と
北
上
市
議
会
議
員
と
の

研
修
・
交
流
会
は
11
月
27
日
、
ブ
ラ
ン

ニ
ュ
ー
北
上
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
同
研

修
・
交
流
会
は
各
関
係
機
関
の
情
報
交

換
・
共
有
を
目
的
に
毎
年
開
催
し
て
お
り
、

今
年
は
約
80
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
主
催
者
代
表
と
し
て
花
巻
農

業
協
同
組
合
の
髙
橋
専
太
郎
代
表
理
事
組

合
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
参
議
院
議
員
の

平
野
達
男
氏
を
講
師
に
、｢

Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
め

ぐ
る
状
況
と
今
後
の
農
政
に
つ
い
て｣

と

題
し
た
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
農
地
面
積

に
占
め
る
担
い
手
の
集
積
面
積
の
推
移
を

は
じ
め
農
業
生
産
の
現
状
の
ほ
か
、
政
府

が
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
新
た
な
農
業
・

農
村
政
策
の
制
度
設
計
の
全
体
像
の
考
え

方
に
つ
い
て
、
日
本
型
直
接
支
払
制
度
、

経
営
所
得
安
定
対
策
、
食
料
自
給
率
・
自

給
率
向
上
に
向
け
た
水
田
の
フ
ル
活
用
、

米
政
策
の
見
直
し
、
米
価
変
動
補ほ

て

ん填
交
付

金
な
ど
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
平
野
氏
は｢

今
後
、
政
策
内
容
の

詳
細
が
示
さ
れ
て
く
る
と
思
う
が
、
Ｔ
Ｐ

Ｐ
交
渉
を
含
め
注
視
し
て
い
く
必
要
が
あ

る｣

と
参
加
者
に
伝
え
ま
し
た
。

　
参
加
者
一
人
一
人
は
、
こ
れ
ら
の
説
明

に
真
剣
に
耳
を
傾
け
、
今
後
の
農
業
施
策

の
動
向
に
注
視
し
て
い
こ
う
と
確
認
し

合
っ
て
い
ま
し
た
。

(

農
業
委
員
　
伊
藤
　
賢
一)
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平
成
25
年
度
北
上
市
農
業
委
員
研
修
会

は
12
月
25
日
、
本
庁
舎
５
階
会
議
室
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
研
修
会
で
は
、
髙
橋
敏
彦
市
長
か
ら

｢

北
上
市
の
今
と
未
来
へ
の
展
望｣

、
松
岡

裕
農
林
部
長
か
ら｢
北
上
市
の
農
林
業
施

策
の
現
状
と
今
後
の
展
開｣
と
題
し
た
講

話
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
講
話
の
中
で
、
高
橋
市
長
は
市
の
今
後

目
指
す
べ
き
都
市
像
と
し
て｢

あ
じ
さ
い

型
都
市
き
た
か
み｣

の
推
進
の
課
題
、
行

政
経
営
の
課
題
な
ど
を
取
り
上
げ
、
特
に

も
あ
じ
さ
い
型
都
市
の
考
え
方
は
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
ア
ジ
サ
イ
の
花
に
例

え
、
地
域
資
源
を
生
か
し
自
立
し
た
地
域

発
展
を
相
互
に
連
携
し
て
持
続
的
に
発
展

す
る
も
の
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
松
岡
農
林
部
長
の
講
話
で
は
、

　
農
業
者
等
と
の
意
見
交
換
会
は
１
月
30

日
、
農
業
関
係
者
や
市
民
な
ど
を
対
象
に

江
釣
子
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
同
意
見
交
換
会
は
毎
年
行
っ
て

い
る
も
の
で
、
今
年
は
農
林
水
産
省
が
掲

げ
る
４
つ
の
改
革｢

農
地
中
間
管
理
機
構

の
創
設｣

｢

経
営
所
得
安
定
対
策
の
見
直

し｣
｢

水
田
の
フ
ル
活
用
と
米
政
策
の
見

直
し｣｢

日
本
型
直
接
支
払
制
度｣

と
、｢

Ｔ

Ｐ
Ｐ
交
渉
状
況
な
ら
び
に
最
新
の
農
政
を

と
り
ま
く
情
勢｣

に
つ
い
て
、
岩
手
県
農

業
会
議
の
三
浦
良
夫
事
務
局
長
の
講
話
が

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
参
加
者
と
熱
心
な

意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
昨
今
の
農
業
情
勢

に
つ
い
て
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し

た
。

　
農
業
委
員
会
で
は
今
後
も
、
生
産
者
や

消
費
者
な
ど
か
ら
の
意
見
や
要
望
を
農
業

施
策
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

国
の
新
し
い
農
業
施
策
の
概
要
と｢

き
た

か
み
農
業｣

の
３
つ
の
基
本
方
針
と
し
て
、

優
れ
た
経
営
体
の
育
成
確
保
、
収
益
力
の

向
上
、
地
域
特
性
を
活
か
し
た
農
業
・
農

村
の
振
興
に
つ
い
て
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
の
日
本
に
お
い
て
人
口
減
少

や
高
齢
化
が
進
行
す
る
中
、
市
勢
の
発
展

に
我
々
も
農
業
委
員
と
し
て
力
を
結
集
す

べ
き
と
思
い
ま
し
た
。

(

農
業
委
員
　
伊
藤
　
賢
一)

に
、
意
義
の
あ
る
意
見
交
換
会
を
企
画
し

て
い
き
ま
す
。

(

農
業
委
員
　
小
田
嶋
　
勝
治)

｢北上市の今と未来への展望｣について語
る髙橋市長

平
成
25
年
度
農
業
者
等
と

の
意
見
交
換
会
の
開
催

～
最
新
の
農
政
に
つ
い
て
～

北
上
市
農
業
委
員
研
修
会

を
開
催

同意見交換会はたくさんの人が参加して
行われました

　
26
年
度
の
農
作
業
労
賃
標
準
額
が
農
業

委
員
会
農
政
部
会
で
審
議
さ
れ
決
定
し
ま

し
た
。
同
標
準
額
は
農
作
業
を
受
委
託
す

る
場
合
な
ど
に
参
考
と
し
て
い
た
だ
く
も

の
で
、
26
年
度
の
標
準
額
は
25
年
度
に
設

定
し
た
標
準
額
を
据
え
置
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
決
定
し
た
標
準
額
表
は
、
３
月
末
に
農

業
委
員
を
通
じ
て
各
農
家
の
皆
さ
ん
に
配

布
す
る
と
と
も
に
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
掲
示
し
ま
す
。

平
成
26
年
度
の
農
作
業
労

賃
標
準
額
が
決
定

 ■審議データ

農地の権利移転･利用権設定等審議内容
上段　審議件数　下段　面積(㎡)

◎農地法３条…農地の所有権、賃借権などの
権利を設定または移転する場合
◎農地法４条…自己所有農地を農地以外に転
用する場合
◎農地法５条…農地の所有権、賃借権などの
権利を設定または移転して農地を農地以外に
転用する場合
◎農地法適用外証明…農地を20年以上他の目
的に使用しており農地の復元が不可能な場合
◎農用地利用集積計画…農地の所有権、賃借
権などの権利を設定または移転する場合で、
受け手側が大規模農家の場合

農地法 12月 １月 ２月
３条 11 3 2

130,280 13,799 82,555
４条 0 1 2

0 774 3,116
５条 4 8 5

16,878 4,689 1,487
適用外証明 4 3 2

2,285 1,484 141
農用地利用 38 371 133
集積計画 200,513 2,180,788 745,033

　
岩
手
中
部
土
地
改
良
区
か
ら
の
選
任
委

員
で
あ
っ
た
佐
藤
功
氏
が
退
任
さ
れ
、
新

た
に
千
田
　
　
氏
が
就
任
し
ま
し
た
。

千田　　　
( 和賀町岩崎・農政部会 )
発令年月日
平成 26 年３月１日
岩手中部土地改良区推薦

新
農
業
委
員
紹
介よしのり


